
●この広報誌の内容はホームページでもご覧いただけます。 http://www.town.manno.lｇ.jp

まんのう町携帯版 
ホームページはこちらから⇒ 

6
June

〈平成20年5月1日現在〉 
 ●人口 20,379 人（前月比＋3 人） 
 　　男： 9,787 人 
 　　女： 10,592 人 
 ●世帯数 6,965 世帯（前月比＋16 世帯） 
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平
成
20
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の

影
響
で
、
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国

保
税
」
と
い
い
ま
す
。）
の
制
度
も
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

■ 

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、
75
歳

未
満
の
方

　

75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
方
は
65
歳
）
に
な
る
と
、
長
寿
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
健

康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
と
い
い
ま
す
。）

を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の

被
保
険
者
本
人
が
長
寿
医
療
制
度
に
加
入

す
る
と
、
75
歳
未
満
の
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
は
被
扶
養
者
で
な
く
な
る
た
め
、
新
た

に
国
保
に
加
入
（
他
の
被
用
者
保
険
の
被

保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者
と
な
る
場
合
を

除
き
ま
す
。）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
は
３
本
建
て
で
課
税

　

長
寿
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
は
「
医
療
保
険
分
」「
介

護
保
険
分
」
の
２
本
建
て
で
国
保
税
の

計
算
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
「
医
療
保
険
分
」「
介
護
保
険
分
」

に
新
た
に
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
が

加
わ
っ
た
３
本
建
て
で
計
算
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、長
寿
医
療

制
度
で
必
要
な
医
療
給
付
の
財
源
の
約

40
％
を
、国
保
や
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て

い
る
０
〜
74
歳
の
方
の
保
険
税（
料
）で
負

担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

な
お
、具
体
的
な
計
算
方
法
に
つ
い
て

は
、次
ペ
ー
ジ
の
下
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
４
月
以
降
、
75
歳
以
上
の
方

は
、
長
寿
医
療
制
度
に
移
行
し
、
新
制
度

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
国
保
に
引
き
続
き
加
入
す

る
方
の
国
保
税
の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
国
保
被
保
険
者
の
国

保
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、
75
歳
以

上
の
方
が
長
寿
医
療
制
度
に
移
行
し
、
75

歳
未
満
の
方
が
引
き
続
き
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
る
場
合

①
均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減
率
の
維
持

　

現
在
、
国
保
税
の
軽
減
を
受
け
て
い

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
世
帯
構
成
や
収
入

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
最
大
５
年
間
今
ま

で
と
同
じ
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
平
等
割
の
軽
減

　

国
保
の
被
保
険
者
が
一
人
と
な
る
場
合

に
は
、
最
大
５
年
間
、
平
等
割
が
半
額
に

な
り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
が
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

の
被
用
者
保
険
か
ら
長
寿
医
療
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
扶
養
家
族
で

あ
る
被
扶
養
者
の
方
（
65
〜
74
歳
）
が
新

た
に
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
場
合

③
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
の
軽
減

　

町
役
場
の
窓
口
（
税
務
課
、仲
南
支
所
、

琴
南
支
所
、
美
合
出
張
所
の
い
ず
れ
か
）

に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
最
大
２
年

間
、
所
得
割
・
資
産
割
が
免
除
さ
れ
、
均

等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
旧

被
扶
養
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
限

り
、
平
等
割
も
半
額
に
な
り
ま
す
。

①世帯構成や収入が 
変わらなければ、 
最大5年間 

同じ軽減率の適用 

②国保の被保険者が 
一人になれば、 
最大5年間 
平等割が半額 

＋ 

③申請があれば・・・ 

最大2年間 
所得割・資産割が免除 
均等割が半額 

旧被扶養者のみで構成される世帯に限り 
平等割も半額 

平
成
20
年
度
か
ら 

国
民
健
康
保
険
税
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課
�
（
７
３
）
０
１
０
４ 
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国民健康保険税制の改正

長寿医療制度の財源の内訳 

約40％ 

約10％ 

約50％ 

国：県：市町 （　　　　　　） ４：１：　１　 

後期高齢者 
支援金 
後期高齢者 
支援金 

後期高齢者の 
保険料 

公費（税金） 



■ 

65
〜
74
歳
の
世
帯
の
国
保
税
は
、
世
帯

主
の
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

　

世
帯
主
が
65
〜
74
歳
の
方
で
、
次
の
３

つ
の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
方
は
、

平
成
20
年
10
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か

ら
、
国
保
税
を
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者

② 

世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
の
方
全
員

が
65
〜
74
歳

③ 

世
帯
主
の
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、
国
保

税
が
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
て
、
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
の
平
成
20
年

度
分
の
納
め
方
は

　

７
、９
月
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
き
（
普
通
徴
収
）、
10
月
か
ら
特
別

徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
、

12
、
２
月
に
、
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
引

か
れ
ま
す
。

年
金
か
ら
の
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
場
合

は
、
今
ま
で
ど
お
り

　

町
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
通
知
書
と

と
も
に
送
ら
れ
る
納
付
書
や
口
座
振
替
の

方
法
に
よ
り
、
国
保
税
を
納
め
ま
す
。

実際にあなたの家の保険税を計算してみよう！ 

（1）課税標準額＝前年の総所得金額等－基礎控除額（33万円） 
（2）課税標準額＝当該年度の土地家屋に係る固定資産税額（共有名義の固定資産税については、持分割合で案分します。） 
※この計算で出た税額はあくまで概算ですので、実際の税額と異なる場合があります。 

医療保険分 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

課税標準額（1）　　　  税率 
（　　　　）円×　　  6.2％ 

課税標準額（2）　　　  税率 
（　　　　）円×　　  20％ 

1人当たり　　　世帯内の加入者数 
　21,000　円×   （　　　　）人 

1世帯当たり 
　21,000　円 

 
＝　　　　　円 

 
＝　　　　　円 

　　　　　　　円 
（賦課限度額47万円） 

 
＝　　　　　円 

 
＝　21,000　円 

後期高齢者支援金分（平成20年度から創設） 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

課税標準額（1）　　　  税率 
（　　　　）円×　　  1.8％ 

課税標準額（2）　　　  税率 
（　　　　）円×　　  10％ 

1人当たり　　　世帯内の加入者数 
　 7,000　円×   （　　　　）人 

1世帯当たり 
　 6,000　円 

 
＝　　　　　円 

 
＝　　　　　円 

　　　　　　　円 
（賦課限度額12万円） 

 
＝　　　　　円 

 
＝　 6,000　円 

介護保険分（40～64歳の方のみ） 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

課税標準額（1）　　　  税率 
（　　　　）円×　　   1％ 

課税標準額（2）　　　  税率 
（　　　　）円×　　   5％ 

1人当たり　　　世帯内の加入者数 
　  6,000　円×   （　　　　）人 

1世帯当たり 
　  4,000　円 

 
＝　　　　　円 

 
＝　　　　　円 

　　　　　　　円 
（賦課限度額9万円） 

 
＝　　　　　円 

 
＝　  4,000　円 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

年間保険税額 
　　　　　　　円 
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国民健康保険税制の改正



　

地
方
分
権
、
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
税
源
移
譲
の
影
響
で
、
多

く
の
方
は
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
（
所

得
割
）
額
が
増
え
た
一
方
、
平
成
19
年
分

の
所
得
税
額
は
減
り
、
合
計
の
税
負
担
額

は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
調
整
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
18
年
中
は
所
得
税
が
か

か
っ
た
方
が
、
平

成
19
年
中
に
退
職

な
ど
の
理
由
で
、

収
入
が
減
少
し
所

得
税
が
か
か
ら
な

か
っ
た
場
合
、
平

成
19
年
度
分
の
住

民
税
（
所
得
割
）

額
が
増
加
し
た
分

を
所
得
税
で
調
整

す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
税
負

担
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方

に
つ
い
て
は
、
す

で
に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分
の
住
民

税
（
所
得
割
）
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ

り
増
額
に
な
っ
た
住
民
税
（
所
得
割
）
額

相
当
分
が
申
告
に
よ
り
還
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
？

　

平
成
18
年
分
の
所
得
税
が
か
か
り
、
平

成
19
年
分
の
所
得
税
が
か
か
ら
な
か
っ
た

方
で
す
。
具
体
的
に
は
、
上
図
の
２
つ
の

条
件
を
と
も
に
満
た
す
方
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

①
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
、

②
海
外
に
転
出
さ
れ
て
平
成
20
年
１
月
１

日
現
在
国
内
に
居
住
さ
れ
て
い
な
い
方
、

③
寄
付
金
控
除
額
な
ど
の
人
的
控
除
（
所

得
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
な
ど
、
人
に
着
目
し
た
項
目
）
以
外

の
控
除
額
が
増
加
し
た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
な
ど
に
よ
っ
て
所
得
税
が
か
か
ら
な

か
っ
た
方

い
く
ら
減
額
さ
れ
る
の
？

　

平
成
19
年
度
の
合
計
課
税
所
得
金
額
に

つ
い
て
、「
税
源
移
譲
後
の
税
率
を
適
用

し
て
、
調
整
控
除
を
行
っ
た
後
の
所
得
割

額
（
税
額
控
除
の
適
用
を
除
く
。）」
か
ら

「
税
源
移
譲
前
の
税
率
を
適
用
し
た
所
得

割
額
（
税
額
控
除
の
適
用
を
除
く
。）」
を

差
し
引
い
た
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
の
還
付
を
受
け
る
に
は

　

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の

間
に
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
に
「
平
成
19
年
度
分
市

町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
減
額
申
告
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
税
所
得
金
額
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
給
与
や
事
業
収
入
な
ど
は
、

税
法
上
「
収
入
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。「
課

税
所
得
」
と
は
、
こ
の
「
収
入
」
か
ら
給

与
所
得
控
除
や
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
と
い
っ
た
諸
控
除
を
差

し
引
い
た
残
り
の
金
額
の
こ
と
。

申
告
分
離
課
税
所
得
と
は
？

　

土
地
な
ど
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
や
株
式

な
ど
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
な
ど
、
他
の
所

得
と
は
別
に
分
離
し
て
税
額
計
算
を
行
う

よ
う
な
所
得
の
こ
と
。

調
整
控
除
と
は
？

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
個
々
の
納
税
者
の

負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
所
得
税
と
住

民
税
の
人
的
控
除
差
に
基
づ
く
負
担
増
を

調
整
す
る
た
め
に
、
住
民
税
に
お
い
て
創

設
さ
れ
た
減
額
措
置
の
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４

4

年度間の所得変動に係る減額措置

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
方

平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
が
、
申
告
に
よ
っ
て

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

① 平成19年度住民税の課税所得金額（申告分離課税所
得を除く。）＞所得税との人的控除額の差の合計額

② 平成20年度住民税の課税所得金額（申告分離課税所
得を含む。）≦所得税との人的控除額の差の合計額

所得税と住民税との人的控除額の差額一覧表
（単位：万円）

人的控除の種類 所得税 住民税 差額

障 害 者
控 除

普通障害者 27 26 1
特別障害者 40 30 10

寡婦控除
一般寡婦 27 26 1
特別寡婦 35 30 5

寡夫控除 27 26 1
勤労学生控除 27 26 1

配 偶 者
控 除

一般 38 33 5
（同居特別障害者） 73 56 17
老人 48 38 10
（同居特別障害者） 83 61 22

配 偶 者
特別控除

配偶者の前年所得金額が
38万円超40万円未満

38 33 5

配偶者の前年所得金額が
40万円以上45万円未満

36 33 3

扶養控除

一般扶養親族 38 33 5
（同居特別障害者） 73 56 17
特定扶養親族 63 45 18
（同居特別障害者） 98 68 30
老人扶養親族 48 38 10
（同居特別障害者） 83 61 22
同居老親等 58 45 13
（同居特別障害者） 93 68 25

基礎控除 38 33 5



　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
や
天

災
・
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
得
な
ど

に
応
じ
た
免
除
制
度
が
利
用
で
き
、
保
険

料
が
納
め
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
は
４
種
類

・
全
額
免
除

・
４
分
の
３
免
除

・
半
額
免
除　
　
　
　
　
　
　

申
請
免
除

・
４
分
の
１
免
除

「
申
請
免
除
」
の
対
象
者
は

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
す
べ
て
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
な
ど
、
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す

　

対
象
者
は
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
方
（
所
得
の
高
い
世
帯
主
と
同
居
の

た
め
、
申
請
免
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

方
）
は
、保
険
料
が
全
額
猶
予
さ
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
い
つ
ま
で
？

　

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
に
申
請
し

た
場
合
は
、
そ
の
年
の
６
月
ま
で
と
な
り

ま
す
。

申
請
は
ど
こ
に
？

　

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
の
国
民
年
金

担
当
窓
口（
ま
ん
の
う
町
で
あ
れ
ば
、
福

祉
保
険
課
、仲
南
支
所
、琴
南
支
所
、美
合

出
張
所
の
い
ず
れ
か
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
を
継

続
希
望
さ
れ
る
場
合
は

　

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
猶
予
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も
引

き
続
き
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申

請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て

申
請
を
行
わ
な
く
て
も
、
継
続
し
て
申
請

が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
自
動
的
に
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
審
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
で
、た
と
え
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、

必
ず
税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

承
認
を
受
け
た
期
間
は
ど
う
な
る
？

　

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
す

べ
て
含
ま
れ
ま
す
。
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
請
求
す
る
と
き
は
、
納
付
済
期
間
と

同
じ
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
の
と
き
は

・
全
額
免
除
期
間
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
３
分
の
１

・
４
分
の
１
納
付
期
間
部
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
２
分
の
１

・
半
額
納
付
期
間
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
３
分
の
２

・
４
分
の
３
納
付
期
間
部
分

　

全
額
納
付
の
場
合
の
６
分
の
５

が
そ
れ
ぞ
れ
考
慮
さ
れ
ま
す
。

※ 

若
年
者
納
付
猶
予
の
期
間
は
年
金
額
へ

の
反
映
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る

こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０

第
2
回
ま
ん
の
う
町
議
会
臨
時
会

会
期
／
４
月
９
日

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
ま
ん
の

う
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
）

　

今
年
度
に
お
い
て
も
介
護
保
険
料
の
激

変
緩
和
措
置
（
保
険
料
の
負
担
割
合
も
昨

年
と
同
様
）
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
措
置
は
、
平
成
17
年
度
の
税
制

改
正
に
よ
る
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

に
伴
い
住
民
税
が
か
か
っ
た
方
（
昭
和
15

年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
）
の
保
険
料
を
本
来
の
保
険
料
額
よ
り

も
低
い
負
担
割
合
に
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
ま
ん
の
う

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
）

　

２
、３
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成

19
年
度
ま
ん
の
う
町
音
声
告
知
放
送
シ
ス

テ
ム
整
備
工
事
）

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
株
式
会
社
四

電
工
香
川
支
店
と
２
億
７
、８
２
５
万
円

で
契
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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国民年金保険料の免除制度・町議会臨時会

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

に
は
「
免
除
制
度
」
の
ご
利
用
を



　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
で
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」。

　

こ
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ん
の
う
町
の

施
策
の
方
向
と
推
進
の
た
め
の
方
策
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
が
、
今
回
出
来
上
が
っ

た『
ま
ん
の
う
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』

で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、平
成
18
年
８
月
の「
ま

ん
の
う
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
」（
有
識
者
を
含
む
16
人
の
委
員
の

う
ち
３
人
が
公
募
）
の
設
置
に
始
ま
り
、

同
年
11
月
に
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」、
合
計
15
回

に
わ
た
る
策
定
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て

完
成
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
の
構
成
は
、
下
図
の
よ
う
に
、

「
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
互
い
に
尊
重

し
、
誰
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

理
念
の
下
、
基
本
目
標
、
主
要
課
題
、
具

体
的
施
策
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
今
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で

の
５
年
間
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
基
に
町
内
の

事
業
所
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が

ら
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
全
文
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課　

人
権
推
進
室

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６

6
月
23
日
〜
29
日

男
女
共
同
参
画
週
間

「
わ
か
ち
あ
う　

仕
事
も
家
庭
も
喜
び
も
」

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
の
た

め
に
は
国
や
県
、
町
だ
け
で
な
く
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

6

『まんのう町男女共同参画プラン』完成

『
ま
ん
の
う
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』

が
出
来
上
が
り
ま
し
た

基本理念 
「性別にかかわりなく、互いに尊重し、誰もが輝くまちづくり」 

■基本目標2 
男女共同参画社会を実現するための地域・まち
づくりの推進 
■主要課題 
男女が対等な構成員として、地域活動に参加・
参画できるまちづくりの推進など 
■具体的施策 
各種会合などを利用し、積極的に人権教育を推
進します。 

■基本目標3 
女性の人権が尊重される地域・まちづくり 
■主要課題 
女性に対するあらゆる暴力の 
根絶に向けた取り組みの推進 
など 
■具体的施策 
関係諸機関との連携を図り、 
被害者支援を行います。 

■基本目標4 
あらゆる施策への男女共同参画の視点
の組み入れ 
■主要課題 
男女共同参画の視点をあらゆる施策に
組み入れるための施策の見直しと展開 
■具体的施策 
町役場が男女共同参画のモデル事業所
となるよう計画を策定し実践していき
ます。 

■基本目標1 
あらゆる分野での男女共同参画
を推進するための条件設備 
■主要課題 
男女共同参画に向けた意識形成 
など 
■具体的施策 
広報誌やホーム
ページ、イベン
トなどを通じ、情
報提供と啓発活
動を行います。 



平成20年度まんのう町職員採用試験案内
●試験区分／一般行政（大学卒業程度）、幼稚園教諭（短大卒業程度）

●採用予定人員／いずれも若干名

●勤務先／まんのう町

●受験資格／（一般行政） 昭和54年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた者で、大学を卒業した者ま

たは平成21年3月31日までに卒業見込みの者で、まんのう町内在住者または在住

見込みの者

　　　　　（幼稚園教諭） 昭和53年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた者で、幼稚園教諭の免許およ

び保育士の資格を有する者または平成21年4月1日までに免許および資格を取得見

込みの者

●試験日／（第１次試験）平成20年7月20日（日）

●試験会場／香川大学法・経済学部（高松市幸町2番1号）

●申込受付期間／平成20年6月5日（木）～  平成20年6月27日（金）

　　　　　　　　※郵送の場合は6月23日（月）までの消印があるものに限ります。

●その他／ 申込用紙は、町役場総務課に請求してください。郵送で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申

込用紙請求」と朱書きし、返信用封筒（角形2号、120円切手をはってあて先を明記したもの）を

必ず同封してください。

【申込先・問い合わせ先】

まんのう町総務課　薀0877（73）0100

「スタッフ会員研修」in 丸亀
　現在お持ちの資格（助産師、看護師、保育士、小学校教諭、介護福祉士、ヘルパーなど）を生かして、地域

で子育てのお手伝いをしたい方、この機会にぜひ参加してみませんか？

～まずは、URL:http://happy192.com（ハッピー育児ドットコム）へ！～

■日　時／ 7月19日（土）、20日（日）は午前9時～午後5時、26日（土）は午前9時～午後4時

■会　場／丸亀市保健福祉センター（ひまわりセンター）、丸亀市大手町二丁目1番7号

■受講料／無料。ただし、交通費や昼食代は個人負担。

■定　員／ 30人※応募者多数の場合は、受講できない場合があります。ご了承ください。

■申込方法／所定の申込書の直接持参、郵送またはファクシミリ。電話、電子メールも可。

■申込期限／ 7月11日（金）※託児（無料）を希望する方は、その旨ご連絡ください。

■その他／この研修の全講座を受講すると、会員証が発行され、「スタッフ会員」（有償）として活躍できます。

【申込先・問い合わせ先】

かがわ緊急サポートネットワーク（運営受託団体／特定非営利活動法人いのちの応援舎）

〒761-0101　高松市春日町1176番地

　薀087（844）4115　FAX　087（844）4135　E-mail:kagawa-kinsapo@hinata-bokko.jp
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ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
の
危
険
性

　

ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
が
氷
点
下
40
度
（
軽

油
の
場
合
は
、
40
度
）
で
も
気
化
し
、
小

さ
な
火
源
で
も
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
物
質

で
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は
、
空
気
よ
り
重
い

た
め
、
穴
や
く
ぼ
み
な
ど
に
た
ま
り
や
す

く
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
思
わ
ぬ
火
源

（
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
裸
火
、
静
電
気
、
衝

撃
の
火
花
な
ど
）
に
よ
っ
て
引
火
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
油
は
、
大
量
に
保
管
す
る
と
火
災
危

険
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
い
っ
た
ん
火

災
が
発
生
す
る
と
大
火
災
に
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

一
般
家
庭
で
の
保
管
は
極
力
控
え
て

　

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
は
火
災
危
険
の
高
い

物
質
で
す
。

　

買
い
だ
め
行
為
に
起
因
す
る
火
災
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

入
れ
る
容
器
に
制
限
あ
り
ま
す

　

ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
を
入

れ
る
容
器
は
、

消
防
法
令
に

よ
り
、
一
定

の
強
度
を
有

す
る
と
と
も

に
、
材
質
に

よ
り
容
量
が

制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
灯
油
用
ポ
リ
容
器
（
20
リ
ッ
ト

ル
）
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

６
月
８
日
（
日
）

　
（
午
前
の
部
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
（
午
後
の
部
）
午
後
１
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

◆
会
場

　
（
午
前
の
部
）
香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー

　
（
午
後
の
部
）
右
記
ほ
か

　
　
　
　
　
　

※ 

集
合
は
森
林
セ
ン

タ
ー
に
。

◆
募
集
対
象
者
／
県
内
在
住
者

◆
募
集
人
員
／
各
部
と
も
50
人（
先
着
順
）

◆
準
備
物

　

作
業
が
で
き
る
服
装
、
靴
で
、
飲
み
物
、

軍
手
、
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
「
午
前
の
部
」参
加
者
で
、引
き
続
き「
午

後
の
部
」
も
参
加
さ
れ
る
方
は
、
弁
当
も

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

参
加
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
連
絡
先
の
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子

メ
ー
ル
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
決
定
者
に
は
、
ご
連
絡
し
ま
す
の

で
、
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◆
申
込
期
限
／
６
月
６
日
（
金
）
必
着

【
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー

〒
７
６
９
│
０
３
１
７

　

ま
ん
の
う
町
新
目
８
２
３

薀
（
７
７
）
２
５
１
５

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
７
８
）
３
９
４
５

電
子
メ
ー
ル

shinrincenter@
pref.kagaw

a.lg.jp

◆
日
時

　

６
月
23
日
（
月
）
午
後
７
時
受
付
開
始

　

午
後
７
時
30
分
開
演

　

午
後
９
時
30
分
終
了
予
定

◆
会
場

　

丸
亀
市
民
会
館　

中
ホ
ー
ル

　
（
丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
４
番
20
号
）

◆
内
容

　

香
川
県
防
災
局
の
乃
田
俊
信
氏
、
淡

路
市
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
の
富
永
登
志
也

氏
、
２
市
４
町
の
各
防
災
対
策
担
当
者
を

招
い
て
、
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
団
法
人
さ
ぬ
き
青
年
会
議
所
事
務
局

　

薀
（
２
３
）
０
６
８
５
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消防署からのお知らせ・技術講習会・防災フォーラム

ガ
ソ
リ
ン
を
ポ
リ
容
器
に
入
れ
て
は
ダ
メ
！

主な容器の容量制限

ガソリン 軽油

プラスチック製容器 10リットル以下 30リットル以下

金 属 製 容 器 60リットル以下

金 属 製 ド ラ ム 250リットル以下

・
・
・
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
松
く
い
虫
防
除
技
術
講
習
会

（
午
前
の
部
）」「
竹
林
整
備
技

術
講
習
会
（
午
後
の
部
）」
を

開
催
し
ま
す
（
無
料
）

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
入
場
無
料
）

「
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
を

め
ざ
し
て
」



　
「
中
寺
廃
寺
跡
」（
以
下
「
廃
寺
跡
」
と

い
い
ま
す
。）
は
、
平
安
時
代
の
山
岳
寺

院
で
、
讃
岐
山
脈
の
主
稜
線
か
ら
少
し

下
っ
た
琴
南
地
区
、
満
濃
地
区
、
仲
南
地

区
が
接
す
る
標
高
６
０
０
〜
７
０
０
ｍ
の

山
深
い
山
中
に
立
地
し
ま
す
。

　

廃
寺
跡
は
尾
根
斜
面
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
地

区
に
主
要
な
施
設
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

全
体
の
範
囲
は
東
西
４
０
０
ｍ
、
南
北

６
０
０
ｍ
で
す
（
写
真
参
照
）。

　

Ａ
地
区
は
上
下
二
段
の
平
坦
面
に
方
位

を
合
わ
せ
た
、
南
面
す
る
仏
堂
と
塔
が
配

置
さ
れ
寺
院
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
建
物

中
央
に
あ
る
塔
心
礎
石
の
下
か
ら
は
、
赤

い
須
恵
器
壺
５
個
体
と
土
師
器
甕
１
個
体

が
埋
納
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
こ
れ
ら

は
地
鎮
・
鎮
壇
具
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｂ
地
区
に
は
尾
根
を
基
壇
状
に
造
成
し

て
桁
行
５
間
、
梁
行
３
間
の
南
北
棟
の
仏

堂
を
配
し
、
そ
の
南
斜
面
に
僧
坊
数
棟
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
西
播
磨
産
須
恵

器
多
口
瓶
や
中
国
越
州
窯
青
磁
碗
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
地
区
に
は
平
面
形
が
ほ
ぼ
方
形
を

呈
す
る
石
組
遺
構
37
基
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
供
養
仏
塔
な
ど
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

廃
寺
跡
の
時
期
は
出
土
遺
物
か
ら
10
〜

11
世
紀
が
中
心
的
な
時
期
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

古
代
寺
院
は
、
平
地
に
立
地
す
る
も
の

が
一
般
的
で
し
た
が
、
平
安
時
代
に
入
る

と
比
叡
山
延
暦
寺
や
高
野
山
金
剛
峰
寺
な

ど
の
山
岳
寺
院
が
造
営
さ
れ
、
廃
寺
跡
の

よ
う
に
山
岳
寺
院
の
展
開
は
地
方
に
お
い

て
も
広
く
み
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
廃
寺
跡
は
、
平
安
仏
教
の
地
方

に
お
け
る
展
開
を
知
る
上
で
重
要
な
遺
跡

と
い
え
ま
す
。

仲
南
地
区
（
買
田
地
区
の
一
部
を
除
く
。）

の
浄
化
槽
設
置
（
市
町
設
置
型
）
申
請
の

受
付
可
能
数
、
残
り
わ
ず
か

　

浄
化
槽
の
受
付
設
置
数
は
、
残
り
25
基

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
置
を
希
望
す
る
３
カ
月
前
ま
で（
申

請
期
限
は
10
月
末
日
ま
で
）に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。該
当
す
る
方
は
、お
早
め
に
。

粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の
販
売
店
、
追
加

　

粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の
販
売
店
に
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
公
文
店
」
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
に

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
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国指定史跡「中寺廃寺跡」・環境保全課からのお知らせ

平
成
20
年
3
月
28
日

　
「
中
寺
廃
寺
跡
」
が
国
指
定
史
跡
に

環
境
保
全
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
３
）
０
１
２
３

「資源ごみ」の収集量内訳など

種　類
収集量

（単位：裴）
売りさばき代金・
処分費用（単位：円）

H18 H19 H18 H19
ア ル ミ 缶 22,610 19,930 1,808,800 1,126,250
スチール缶 29,350 18,300 381,550 370,500
茶 色 ビ ン 68,520 61,270 － －
白 色 ビ ン 57,950 50,470 － －
駄 ビ ン 6,320 11,660 ▲25,280 ▲46,640
新 聞 紙 354,890 351,790 1,535,880 2,110,740
段 ボ ー ル 64,120 57,790 253,840 382,590
雑 誌 241,790 220,700 222,710 312,120
ウ エ ス 31,870 29,500 ▲28,830 ▲20,660
ペットボトル 26,090 24,920 ▲469,620 ▲448,560
廃 プ ラ 28,070 34,200 ▲803,250 ▲1,197,000
合 計 931,580 880,530 2,875,800 2,589,340

町内のごみ収集実績
（単位：ｔ）

燃やせる
ごみ

燃やせない
ごみ

資源ごみ 粗大ごみ 合　計

H18 1,610 682 931 14 3,237
H19 1,640 528 880 10 3,058



まんのう町財政事情について（平成19年10月1日～平成20年3月31日）

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の3第1項およびまんのう町財政事情の公表に関する条例（平成18年
条例第53号）第4条の規定に基づき、平成19年10月1日から平成20年3月31日までの期間における予算の使用状況な
どをお知らせします。
　町では、限られた財源で最大の効果が上がるよう、適正かつ効率的な予算執行を行い、住民福祉に努めています。

【問い合わせ先】総務課　薀（73）0100

一般会計予算
予算現計額　11,585,846千円
収 入 済 額　  8,784,166千円
収　入　率　75.8％

歳出
予算現計額　11,585,846千円
支 出 済 額　  7,017,878千円
執　行　率　60.6％

歳入

歳入 （単位 : 千円）

科　　　目 予算現額
収　　入　　済　　額

収入率
上半期 下半期 計

町 税 1,914,455 1,319,995 597,243 1,917,238 100.1%
地 方 譲 与 税 139,990 44,035 62,700 106,735 76.2%
地 方 交 付 税 3,730,530 2,419,200 1,396,432 3,815,632 102.3%
そ の 他 交 付 金 等 355,722 172,231 184,658 356,889 100.3%
分 担 金 お よ び 負 担 金 120,435 34,198 60,054 94,252 78.3%
使 用 料 お よ び 手 数 料 126,706 62,511 71,225 133,736 105.5%
国 庫 支 出 金 1,202,303 52,938 110,815 163,753 13.6%
県 支 出 金 659,632 79,570 250,919 330,489 50.1%
財 産 収 入 46,535 9,804 24,636 34,440 74.0%
寄 附 金 1,200 1,200 0 1,200 100.0%
繰 入 金 7,954 0 1,496 1,496 18.8%
繰 越 金 591,695 591,695 0 591,695 100.0%
諸 収 入 146,689 60,175 88,036 148,211 101.0%
町 債 2,542,000 0 1,088,400 1,088,400 42.8%
合 計 11,585,846 4,847,552 3,936,614 8,784,166 75.8%

※繰越予算を含みます。

歳出 （単位 : 千円）

科　　　目 予算現額
支　　出　　済　　額

執行率
上半期 下半期 計

議 会 費 142,219 68,663 69,546 138,209 97.2%
総 務 費 4,237,865 588,624 736,414 1,325,038 31.3％
民 生 費 2,127,737 623,884 828,672 1,452,556 68.3％
衛 生 費 844,068 324,618 304,124 628,742 74.5％
労 働 費 3,261 1,444 1,533 2,977 91.3％
農 林 水 産 業 費 782,897 165,412 339,661 505,073 64.5％
商 工 費 56,821 19,386 24,275 43,661 76.8％
土 木 費 587,064 116,614 220,450 337,064 57.4％
消 防 費 517,397 279,268 197,923 477,191 92.2％
教 育 費 1,072,578 418,689 493,585 912,274 85.1％
災 害 復 旧 費 5 0 0 0 0.0％
公 債 費 1,032,672 321,573 710,302 1,031,875 99.9％
諸 支 出 金 176,262 4,152 159,066 163,218 92.6％
予 備 費 5,000 0 0 0 0.0％
合 計 11,585,846 2,932,327 4,085,551 7,017,878 60.6％

※繰越予算を含みます。
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特別会計予算 （単位：千円）

会　計　別 予算現額
収入済額

収入率
支出済額

執行率
上半期 下半期 計 上半期 下半期 計

国民健康保険（事業勘定） 2,359,117 928,242 1,213,377 2,141,619 90.8％ 963,369 1,152,448 2,115,817 89.7％
国民健康保険（直診勘定） 31,000 7,280 8,366 15,646 50.5％ 14,166 14,365 28,531 92.0％
老 人 保 健 3,128,113 1,294,071 1,321,374 2,615,445 83.6％ 1,254,562 1,438,646 2,693,208 86.1％
介 護 保 険 1,883,763 838,148 777,326 1,615,474 85.8％ 721,457 932,125 1,653,582 87.8％
診 療 所 104,530 69,059 54,807 123,866 118.5％ 35,251 49,405 84,656 81.0％
簡 易 水 道 353,979 80,503 121,645 202,148 57.1％ 114,971 138,093 253,064 71.5％
下 水 道 283,223 27,120 29,586 56,706 20.0％ 84,161 117,411 201,572 71.2％
農 業 集 落 排 水 34,240 2,110 2,753 4,863 14.2％ 13,757 17,975 31,732 92.7％
浄化槽整備推進事業 82,745 6,693 13,084 19,777 23.9％ 31,666 45,319 76,985 93.0％

公営企業会計予算 （単位：千円）
会　　計　　別 項　　目 予算現額 収入済額 項　　目 予算現額 支出済額

水 道 事 業
収益的収入 259,084 246,819 収益的支出 250,879 213,469
資本的収入 14,272 20,424 資本的支出 83,747 76,433

地方債現在高 （単位：千円）

一 般 会 計

総 務 債 1,306,396
民 生 債 225,443
衛 生 債 73,189
農 林 水 産 業 債 941,998
商 工 債 1,524
土 木 債 1,875,415
消 防 債 69,909
教 育 債 700,879
災害復旧事業債 145,951
そ の 他 3,195,845
小　　　計 8,536,549

特 別 会 計

水 道 事 業 1,118,670
簡 易 水 道 事 業 1,574,773
下 水 道 事 業 1,573,047
農業集落排水事業 289,724
浄化槽整備推進事業 349,618
小　　　計 4,905,832

合 計 13,442,381

借入先別内訳

財 務 省 7,737,960
ゆ う ち ょ 銀 行 1,071,559
かんぽ生命保険 1,636,504
公営企業金融公庫 1,888,412
市 中 銀 行 941,368
そ の 他 166,578

合 計 13,442,381

土地および建物 （単位：裃）

区　分 土地
（面積）

建物（延面積）
木造 非木造 計

行 政 機 関
（庁舎・消防など） 44,974 164 13,576 13,740

公共用財産
（学校・公民館など）1,036,821 6,931 86,491 93,422

普 通 財 産
（その他の財産）3,892,917 269 125 394

合 計 4,974,712 7,364 100,192 107,556

出資による権利 （単位：千円）
香 川 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 資 金 7,920
香川県モーターボート競走会出資金 90
香 川 県 信 用 保 証 協 会 出 捐 金 9,684
譛 香 川 県 農 業 振 興 公 社 出 資 金 4,908
譛 香 川 県 環 境 保 全 公 社 出 捐 金 1,000
譛香川県国民年金福祉協会出捐金 243
譁 香 川 県 畜 産 公 社 出 資 金 2,900
譛 香 川 県 腎 臓 バ ン ク 拠 出 金 653
譛香川県暴力追放運動推進センター出捐金 2,572
中讃ふるさと市町村圏基金出資金 101,790
譁グリーンパークまんのう出資金 8,000
譛 公 園 緑 地 管 理 財 団 出 捐 金 5,000
譛 香 川 県 下 水 道 公 社 出 捐 金 935
譖野菜価格安定共済資金協会出捐金 1,019
譛香川県市町村職員互助会出捐金 418
譛 香 川 県 健 康 福 祉 機 構 出 捐 金 257
譛 か が わ 産 業 支 援 財 団 出 捐 金 9,149
ま ん の う 町 土 地 開 発 公 社 出 資 金 15,000
香 川 県 西 部 森 林 組 合 出 資 金 3,126
譛 こ と な み 振 興 公 社 寄 附 金 102,200
譌 清 流 の 里 出 資 金 300
仲 南 町 森 林 組 合 出 資 金 310
譌 仲 南 振 興 公 社 出 資 金 15,000

合 計 292,474

基金 （単位：千円）
ま ん の う 町 財 政 調 整 基 金 1,662,684
ま ん の う 町 減 債 基 金 248,284
ま ん の う 町 地 域 福 祉 基 金 530,370
まんのう町住宅新築等資金借入金償還準備基金 339
まんのう町ふるさと・水と土保全対策基金 28,268
ま ん の う 町 土 地 開 発 基 金 268,343
まんのう町琴南地区特定施設に関する基金 46,656
まんのう町仲南地区特定施設に関する基金 38,993
まんのう町国民健康保険事業財政調整基金 129,630
まんのう町国民健康保険高額療養費貸付基金 0
まんのう町介護保険事業財政調整基金 119,975
まんのう町診療所管理運営事業基金 43,000
ま ん の う 町 簡 易 水 道 事 業 基 金 13,095

合 計 3,129,637
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The V
iew

 of M
anno

The V
iew

 of M
anno

〜
外
国
か
ら
見
た
ま
ん
の
う
町
　
日
本
人
の
知
ら
な
い
新
し
さ
の
発
見
〜 

　

中
国
人
研
修
生
を
対
象
と
し
た
講
習
会

が
４
月
22
日
、
な
ご
み
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
外
国
人
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
日
中
産
業
技
術
交
流
協
同

組
合
か
ら
の
依
頼
を
町
が
受
け
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
環
境
保
全
課
の
職
員
か
ら
は

ご
み
の
出
し
方
な
ど
環
境
衛
生
面
に
つ
い

て
、
商
工
観
光
課
の
職
員
か
ら
は
満
濃
池

を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
観
光
地
な
ど
に

つ
い
て
、
国
際
交
流
協
会
の
職
員
か
ら
は

日
本
語
講
座
の
案
内
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
講
習
会
終
了
後
、
研
修

生
に
お
話
を
伺
っ
た
内
容
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

私
た
ち

は
、
孔
子

の
生
ま
れ

た
と
こ
ろ

で
有
名
な

中
国
の
山

東
省
か
ら

来
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
は
、
緑
が
多
く
景
色
が
き
れ

い
で
す
ね
。桜
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

た
だ
、
車
で
移
動
す
る
人
が
多
く
、
道
を

歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
な
か
な
か

皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

日
本
と
中
国
で
は
生
活
習
慣
の
違
い
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
今
一
生
懸
命
勉
強
し
て

い
ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

山
東
省
で
は
、
小
麦
が
主
食
で
、
ま
ん

じ
ゅ
う
や
パ
ン
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
毎
日
お
米
を
食
べ
る
の
に
は

慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
食
も
い
ろ
い
ろ

食
べ
ま
し
た
が
、
中
国
の
味
に
比
べ
る
と

甘
い
味
付
け
が
多
い
で
す
ね
。そ
れ
か
ら
、

中
国
で
は
結
婚
し
て
も
女
性
は
苗
字
が
変

わ
り
ま
せ
ん
。
子
供
は
、
父
親
の
苗
字
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
村
は
レ
ン
ガ
で
で

き
た
家
が
多
い
の
で
、
日
本
は
木
の
家
が

多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
の
に
精

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
日
本
語
の
勉
強
も
含

め
て
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆ 

対
象
者
／
地
域
の
中
で
外
国
人
に
日
本

語
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
教
え
た
い

方
で
、
日
本
語
や
日
本
語
教
育
に
関
し

て
全
く
の
初
心
者
の
方

◆ 

開
催
日
／
７
月
19
、26
日
、８
月
２
、９
、

23
、
30
日
、
９
月
６
、
13
日

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

◆ 

会
場
／
か
り
ん
会
館
（
ま
ん
の
う
町
神

野
１
６
８
番
地
７
）

◆ 
講
師
／
山
下
知
美
（
財
団
法
人
香
川
県

国
際
交
流
協
会
日
本
語
講
師
）

◆
受
講
料
／
５
、０
０
０
円
（
当
日
支
払
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆ 

申
込
方
法
／
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
７
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
（
か
り
ん
会

館
内
）　

薀
（
７
５
）
０
２
０
０

韓
国
語
の
通
訳
が
で
き
る
方
、
募
集
中

【
問
い
合
わ
せ
先
】

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
か
り
ん
会
館
内
）

　

薀
（
７
５
）
０
２
０
０

日
本
語
講
座
、
や
っ
て
い
ま
す

　

ま
ん
の
う
町

国
際
交
流
協
会

（
ミ
ー
ア
）で
は
、

毎
週
金
曜
日
、

主
に
町
内
在
住

の
外
国
人
を
対

象
に
、
長
尾
会

館
（
長
尾
１
５
８
２
番
地
）
で
日
本
語
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
時
間
／
午
前
10
時
〜

◆
受
講
料
／
無
料

◆
コ
ー
ス
内
容

　
（
初
級
）
日
本
語
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　
（
中
級
）
会
話
中
心
の
学
習
で
す
。

　
（
上
級
） 「
日
本
語
能
力
試
験
」
の
各
級

の
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

「
地
域
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
（
入
門
編
）」
開
催
し
ま
す

　

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
在
県
外
国
人

な
ど
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
目
指
す
方
の
た
め
の
入
門
講
座
で
す
。

外
国
語
と
し
て
の
日
本
語
の
文
法
を
基
礎

に
、
実
際
に
外
国
人
に
ど
う
や
っ
て
日
本

語
を
教
え
て
い
く
か
を
８
回
コ
ー
ス
で
学

び
ま
す
。
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つ
な
ご
う
世
界
２
０
０
８

つなごう世界2008

左から袁巌巌さん・王素霞さん・袁彩艶さん

上級コースの学習の様子

中讃地区では 
ここだけ 



材料（4人分） 

作り方 

1 2

3

じゃが芋とゆで卵のサラダ 

●エネルギー 163kcal ●タンパク質 5.6g ●脂質 8.5g ●食物繊維 2.0g ●食塩 0.7g

600kcal栄養バランスのメニュー 
トーストジャム添え、じゃが芋と卵のサラダ、きな粉牛乳、はっさく 

●じゃが芋 300g　●卵 2個　●にんじん 50g　●きゅうり 1本 
●塩 小さじ1弱　●マヨネーズ 大さじ2　●キャベツ 1枚 
●トマト 1/2個 

マヨネーズ 

丸ごと軟らかくゆでる。 
（電子レンジで加熱してもよい） 

今が旬の新じゃがと 
新キャベツを使って、 
食事のバランスを 
とりましょう。 

よく洗った 
じゃが芋 

洗った卵 
（15分たった 
ところで出す） 

殻をむき、 
くし形に 
切る。 

塩、少  々

塩 

皮をむき、7mm厚さ 
いちょう切り。 

にんじん 

7mm厚さ、いちょう切り 

きゅうり 

塩、少  々
水気絞る 

軟らかく 
ゆでる 

　じゃが芋 
＋にんじん 
＋きゅうり 

トマト 
キャベツ 
千切り 

ゆで卵 
くし形 サラダ 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 はっさく 

※メニューをコマにあてはめると 

トースト 

線キャベツ 

ゆで卵 
牛
乳 

トマト 

ジャム 

牛乳の中の 
きな粉 

　
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
サ
ン
バ
だ
け
で
は

ダ
メ
だ
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
か
な
い
。」

と
会
員
が
気
付
い
た
の
は
、
ま
ん
の
う
町

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
会
長
／
大
塚

滝
子
さ
ん
）の
会
議
で
の
こ
と
。
そ
こ
で
、

本
会
は
、
役
場
本
庁
や
各
支
所
を
中
心
と

し
た
４
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
紹

介
し
た
「
ま
ん
の
う　

て
く
て
く
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
と
い
う
地
図
（
現
物
は
役
場
本

庁
、各
支
所
、美
合
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。）

を
作
り
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
力
、
恐
る
べ
し

　

こ
の
４
㎞
を
40
分
の
ペ
ー
ス
で
歩

く
と
、
体
重
60
裴
の
方
な
ら
、
な
ん
と

１
６
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
毎
日
続
け
る
と

ど
う
な
る
か
。
１
カ
月
半
で
体
脂
肪
を
１

裴
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
つ
ま

り
、
１
年
間
で
８
裴
減
量
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
明
ら
か
に
見
た
目
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。女
性
な
ら
体
が
ス
リ
ム
に
な
っ
て
、

美
し
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
体
内
に
酸

素
を
取
り
込
み
、
栄
養
素
を
送
る
た
め
の

血
管
や
内
臓
を
強
く
す
る
の
で
、
高
血
圧

の
改
善
に
も
役
立
ち
ま
す
。

歩
き
方
に
も
作
法
が
あ
り
ま
す

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
て
も
、
た
だ
な

ん
と
な
く
歩
く
だ
け
で
は
、
全
然
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
基
本
姿
勢
。
肩
の
力
を
抜
い
て

背
筋
を
伸
ば
し
、
目
線
は
あ
ご
を
引
い
た

状
態
で
10
ｍ
先
を
見
ま
す
。
決
し
て
猫
背

に
な
っ
て
、
下
を
向
き
な
が
ら
歩
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
腕
は
ひ
じ
を
90
度
に
曲
げ
て
、

大
き
く
後
ろ
に
引
く
よ
う
に
振
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
足
の
着
地
は
、
必
ず
か
か
と

か
ら
。
い
つ
も
の
癖
で
、
つ
ま
先
か
ら
の

着
地
は
ダ
メ
で
す
よ
。

　

正
し
い
歩
き
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
に
費

や
し
た
時
間
が
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
む
ち
ゃ
は
ダ
メ
で
す
。
自
分
の

体
力
や
体
調
に
合
わ
せ
て
歩
く
こ
と
。
あ

と
、
歩
く
前
の
準
備
体
操
と
後
の
整
理
体

操
を
忘
れ
ず
に
。

「
て
く
て
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
マ
ッ
プ
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

13

てくてくウオーキング・食育だより

て
く
て
く
歩
い
て
、
よ
り
若
く
、
よ
り
美
し
く
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綾
子
踊
の
里
の
龍
神
信
仰

　

佐
文
の
集
落
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
綾
子

踊
は
、
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
五
月

四
日
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。
こ
の
踊
り
は
芸
能
史
的
に
は
一

種
の
風
流
踊
り
で
あ
る
が
、
雨
乞
い
念
仏
踊

り
と
し
て
加
茂
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
綾
子
踊
が
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
踊

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
昔
、
佐
文
に
は
佐
文
七
家
と
呼

ば
れ
る
七
軒
の
豪
農
が
あ
り
、
そ
こ
に
綾

と
い
う
娘
が
い
た
。
そ
の
年
非
常
な
日
照

り
で
草
木
も
枯
死
寸
前
と
な
っ
た
。
そ
の

と
き
、諸
国
遍
歴
の
僧
が
綾
の
前
に
現
れ
た
。

綾
は
恵
み
の
水
を
求
め
る
百
姓
の
願
い
を

僧
に
話
し
た
と
こ
ろ
、僧
は
村
人
を
哀
れ
み
、

綾
に
雨
乞
い
の
踊
り
を
教
え
た
。
以
来
村
人

を
交
え
て
綾
が
踊
る
と
雨
が
降
り
、
だ
れ
言

う
と
な
く
綾
子
の
踊
り
と
し
て
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
伝
承
に
対
し
て
、
三
豊
市
高
瀬
町
の

上か
み

栂つ
が

に
綾
子
姫
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
碑
文
に
よ
る
と
東
山
天
皇
の
御
代
（
江

戸
時
代
・
元
禄
の
こ
ろ
）
公
卿
七
条
実
秀

の
息
女
綾
姫
が
、故
あ
っ
て
讃
岐
に
流
さ
れ
、

そ
の
途
次
暴
風
に
遭
遇
し
た
が
、
金
比
羅
大

権
現
の
霊
験
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
当
地
に

至
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
宝
永
三
年
四
月
以
来
の
干
天

に
よ
っ
て
村
人
が
難
儀
し
て
い
る
の
を
救

お
う
と
雨
乞
い
踊
り
を
教
え
た
こ
と
が
佐

文
の
綾
子
踊
の
発
祥
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
両
者
の
是
非
に
触
れ
る
こ
と

は
避
け
た
い
が
、
上
栂
集
落
の
背
後
の
象
頭

山
の
頂
上
に
竜り

ょ
う
は
ん

王
祠
が
存
在
す
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
佐
文
集
落
に
も
前
山
の
頂
上
と

甲き
の
え
は
ん

子
山
の
頂
上
に
竜
王
祠
が
あ
り
、
そ
の
祭

り
を
「
り
ょ
う
も
う
し
」
と
い
っ
た
。「
り
ょ

う
も
う
し
」
を
す
る
た
め
に
佐
文
で
は
竜
王

講
を
組
織
し
、
大
干
ば
つ
の
時
に
は
善
女
竜

王
に
降
雨
の
祈
願
を
し
て
、
加
茂
神
社
の
境

内
で
綾
子
踊
を
奉
納
し
、
次
に
前
山
の
竜
王

祠
や
甲
子
山
で
も
踊
っ
た
。

　

こ
の
前
山
の
す

そ
に
こ
ん
こ
ん
と
わ

き
出
る
水
源
地
が
あ

り
、
村
で
は
御お

た
ら
い
い
け

盥
池

と
呼
ん
で
い
る
。
こ

の
池
は
干
ば
つ
に
も

か
れ
る
こ
と
な
く
、

霊
験
に
浴
し
た
村
人
は
こ
の
水
で
手
を
洗

い
、
神
仏
に
祈
っ
た
。
ま
た
干
ば
つ
の
年
に

は
、
こ
の
水
で
竜
王
宮
を
行
水
さ
せ
て
恭
し

く
山
頂
で
お
祀
り
し
、参
籠
し
て
行
を
行
い
、

雨
乞
い
祈
願
を
一
心
に
つ
と
め
た
と
い
う
。

　

綾
子
踊
と
龍
神
信
仰
と
の
深
い
つ
な
が

り
が
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

（
文
責　

買
田　

松
本
豊
胤
）

　

今
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子

供
な
ら
一
度
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

本
、『S

N
U
G
G
L
E
P
O
T

　

A
N
D

　

C
U
D
D
LE
P
IE

』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
本
は
１
９
１
８
年
に
出
版
さ
れ
、

英
国
出
身
で
作
家
・
芸
術
家
で
あ
るM

ay 
G
ibbs

（
メ
イ
・
ギ
ブ
ス
）
さ
ん
に
よ
っ

て
書
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
物
語
は
、
彼
女
の
子
供
の
こ
ろ
の

体
験
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
歳
の
時

に
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ー
ビ
ー
と
い

う
町
に
移
り
住
ん
だ
彼
女
は
、
よ
く
一
人

で
愛
馬
に
乗
り
な
が
ら
、
森
の
中
で
幻
想

世
界
を
想
像
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
物
語
に
登
場
す
る
の

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
林
に
い
る
動

植
物
た
ち
で
す
。

　

主
人
公

は
、

本

の

題
名
に
も

な
っ
て
い
る

Snugglepot

（
ス
ナ
グ
ル
ポ
ッ
ト
）
とC

uddlepie

（
カ

ド
ル
パ
イ
）
で
す
。
こ
の
二
人
は
ユ
ー

カ
リ
の
木
の
上
に
住
む
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
妖
精
の
兄
弟
で
す
。
物
語
は
、
こ
の
二

人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
林
の
中
で
植

物
、
鳥
、
有
袋
類
、
ト
カ
ゲ
、
ヘ
ビ
な
ど
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
登
場
人
物
に
出
会
い
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
冒
険
を
し
て
い
き
、
新

し
い
友
達
を
作
っ
た
り
、
数
々
の
危
機
を

乗
り
越
え
て
い
っ
た
り
す
る
内
容
で
す
。

　

そ
の
危
機

の
一
つ
に
、

B
a
n
k
s
ia
 

M
en

（
バ
ン

ク
シ
ア
・
メ

ン
）
と
い
う
悪
役
が
二
人
を
ず
っ
と
追
い

か
け
て
い
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
悪
役
は
、
バ
ン
ク
シ
ア
と
い
う
木

に
で
き
る
実
か
ら
で
き
た
も
の
で
、「
こ

の
本
の
中
で
最
も
印
象
的
な
登
場
人
物
は

何
。」と
聞
け
ば
、必
ず
挙
が
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
物
語
の
各
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い

る
挿
絵
は
す
ば
ら
し
く
、
現
在
で
も
多
く

の
人
た
ち
の
心
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い

る
物
語
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
本
の
邦
訳

が
、
２
０
０
２
年
に
『
森
の
精
霊
の
冒
険

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー　

ス
ナ
グ
ル
ポ
ッ
ト
と
カ

ド
ル
パ
イ
』
と
い
う
題
名
で
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
ナ
グ
ル
ポ
ッ
ト
と
カ
ド
ル
パ
イ

Snugglepot and Cuddlepie
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ふるさと探訪・ますます国際交流

おたらい池の跡（佐文）

スナグルポットとカドル
パイが描かれた切手狡

バンクシア・マン狡

狡絵の著作権について
May Gibbs artwork has been reproduced with permision from joint copyright holders
The Spastic Centre of NSW( www.thespasticcentre.org.au)and The Northcott Society(www.northcott.com.au).Both organisations have a long history of supporting 
children and adults with disabilities, helping them maximise their potential.



� 
シ
リ
ー
ズ 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り（
2
）」 

　

道
と
く
の
時
間
に
、「
こ
ん
な
時
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
言
う
だ
ろ
う
」
と

い
う
べ
ん
強
を
し
ま
し
た
。

　

で
き
た
プ
リ
ン
ト
を
見
て
も
ら
お
う

と
な
ら
ん
で
い
る
時
に
、
友
だ
ち
に
わ

り
こ
み
さ
れ
た
時
の
気
持
ち
を
考
え
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、「
ど
け
、
こ
の
や
ろ

う
。
ち
ゃ
ん
と
な
ら
べ
や
！
」
と
言
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
で
、
わ
る
い
言

葉
を
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

花
び
ん
を
わ
っ
て
し
ま
っ
た
友
だ
ち

に
ど
う
言
う
か
も
考
え
て
、
言
っ
て
み

ま
し
た
。
お
こ
っ
て
、
き
つ
い
言
い
方

を
し
た
時
、
友
だ
ち
は
、
つ
ら
い
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。
や
さ
し
い
言
い
方
を

し
た
時
は
、
友
だ
ち
は
、
は
げ
ま
し
て

く
れ
た
と
思
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
き
つ
い
言
い
方
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
け
ど
、
言
っ
た
後
で

気
が
つ
き
ま
す
。「
そ
ん
な
に
お
こ
ら

ん
で
も
よ
か
っ
た
の
に
。」
と
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
言
葉
づ
か
い
に
気
を

つ
け
て
言
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

道
と
く
の
時
間
に
、「
電
話
の
向
こ

う
は
ど
ん
な
顔
」
と
い
う
話
で
べ
ん
強

し
ま
し
た
。
電
話
の
向
こ
う
で
長
い
間

ま
た
さ
れ
て
い
た
岩
井
さ
ん
は
、「
ま

だ
か
な
あ
、
お
そ
い
な
あ
。」
と
、
い

や
な
思
い
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
も
、
人
に
い
や
な
思
い

を
さ
せ
た
こ
と
は
な
い
か
な
と
考
え
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
、
弟
に
い
や
な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

弟
と
あ
そ
ん
で
い
た
時
、
弟
に
け
ら

れ
ま
し
た
。
わ
ざ
と
け
っ
た
の
で
は
な

い
の
に
、わ
た
し
が
か
ん
ち
が
い
し
て
、

「
こ
ら
あ
！
」
と
大
き
な
声
で
お
こ
っ

て
、
弟
を
な
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
の
時
わ
た
し
は
お
こ
っ
た
け
ど
、

き
つ
く
言
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
、
な
ん

で
あ
ん
な
こ
と
言
っ
た
の
か
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
で
も
、よ
く
け
ん
か
を
す
る
け
ど
、

も
う
少
し
や
さ
し
い
言
い
方
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

厳
島
神
社
（
三
豊
市
）

冤
罪
・
財
田
川
事
件

　

冤え
ん

罪ざ
い

と
は
、
無
実
の
人
が
犯
人
に
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
１
９
５
０
年
、
財
田

村
（
現
三
豊
市
財
田
町
）
で
ヤ
ミ
米
ブ

ロ
ー
カ
ー
の
男
性
が
殺
さ
れ
て
現
金
が

奪
わ
れ
る
「
財
田
川
事
件
」
が
起
き
ま

し
た
。
現
場
は
Ｊ
Ｒ
「
讃
岐
財
田
」
駅

北
に
あ
る
厳
島
神
社
裏
で
し
た
。
警
察

は
別
件
で
Ｔ
青
年
を
逮
捕
、
厳
し
い
取

り
調
べ
の
結
果
、
青
年
は
自
白
に
追
い

込
ま
れ
て
、
そ
の
後
死
刑
判
決
が
確

定
し
ま
す
。
し
か
し
、
無
罪
を
訴
え
る

青
年
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
だ
丸
亀
地
裁

の
矢
野
伊
吉
判
事
は
、
裁
判
官
を
退
職

し
た
の
ち
に
弁
護
士
と
な
っ
て
救
済
に

立
ち
上
が
り
ま
す
。
必
死
の
弁
護
活
動

に
よ
っ
て
再
審
（
裁
判
の
や
り
直
し
）

の
扉
が
こ
じ
開
け
ら
れ
て
、
つ
い
に

１
９
８
４
年
、
青
年
は
無
罪
と
な
り
釈

放
さ
れ
ま
し
た
。物
的
証
拠
も
な
く
、「
彼

な
ら
や
り
か
ね
な
い
」
と
の
偏
見
が
冤

罪
を
生
ん
だ
の
で
す
。

【
交
通
】

Ｊ
Ｒ
土
讃
線「
讃
岐
財
田
駅
」徒
歩
５
分

ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
！
地
域
行
事
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

日
時
／
6
月
4
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

場
所
／
長
尾
会
館　

参
加
費
／
一
人  

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
長
尾
会
館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１
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人権コラム・会館ジャーナル・人権作文コーナー

言
葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
て

四
条
小
学
校  

三
年

松  

田　

圭  

輔

や
さ
し
い
言
葉
で

四
条
小
学
校  

三
年

角  

原　

光  

砂

木立ちの中の厳島神社



おくやみ

おめでた◆日時／ 6月28日（土）午前10時～
正午◆相談方法／電話相談（予約
不要）、面接相談（予約制）◆面接
相談の会場／香川県弁護士会館
（高松市丸の内2-22）
【問い合わせ先】
香川県弁護士会
　薀087（822）3693
　※相談電話番号と兼用。

　近年、経済的利益を目的とした
不法入国者や不法残留者が、日本
に多数滞在するようになりまし
た。
　その中には、悪質ブローカーな
どのあっせんで不法就労している
事例も見られます。
　事業主の皆さんは、
◆パスポート
◆外国人登録証明書
◆在留資格・期間
◆紹介者
を必ず確認してください。
　正しい理解と認識で来日外国人
の生活と安全を守りましょう。
【問い合わせ先】
琴平警察署　薀0877（75）0110

◆10月入校の職業訓練生
◆募集対象者／障害者◆募集科
目／オフィスワーク事務科（6カ月
制）後期生◆募集定員／ 15人◆願
書受付期間／ 6月23日（月）～7月
24日（木）◆応募書類の提出先／居
住地を管轄する公共職業安定所◆
選考日／ 8月4日（月）◆応募相談・
施設見学／電話予約の上、お越し
ください。電話予約の受け付けは
午前9時～午後5時（月曜日～金曜

日）で行っています。◆その他／
①訓練内容に応じた各種資格取得
が可能。②授業料は無料。ただし、
教科書・検定代などの費用は自己
負担。③公共職業安定所を通じて
就職のあっせんが受けられます。
④校内に寮設備があります。使用
料は無料で、食材費・光熱水費は
月額3万円程度です。
【問い合わせ先】
国立県営
兵庫障害者職業能力開発校
　薀072（782）3210

◆ 四国・カナディアン・グローバル・
キャンプ2008（SCGC2008）
　カナダからキャンプの専門家を
招いて行う、教育的な要素を組み
込んだプログラムです。
　このキャンプを通して、行動力・
協調性・創造性・国際性を兼ね備
え、リーダーシップを発揮できる
人材を育成します。
◆とき／①8月7日（木）～10日（日）、
②8月11日（月）～18日（月）、③8
月19日（火）～22日（金）◆場所／
ル・ポール粟島（三豊市詫間町粟
島1418-2）◆対象者／①小2～小
4、②・③小5～中2◆参加費／①
40,000円（税込み）、②79,000円（税
込み）、③38,000円（税込み）※い
ずれも食費、宿泊費、プログラム
費、保険料などを含みます。
◆申込期限／ 6月30日（月）◆申込
方法／申込用紙を郵送またはファ
クシミリするか、申込用紙の項目
を明記の上、電子メールで送信し
てください。
【申込先・問い合わせ先】
特定非営利活動法人四国NETT
　薀087（825）1746

4月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

高
たかは し

橋 成
な る む

夢   3.23 辰矢 四條

橋
はし

本
もと

ひなた   3.29 淳一郎 七箇

藤
ふじも と

本 夢
ゆ

生
ん

   4.  4 隆幸 造田

田
た な か

中 春
は る ひ

妃   4.15 一郎 四條

藤
ふじや す

保 花
か れ ん

蓮   4.15 修平 七箇

4月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

愛
あい

甲
こう

サダヱ   4.  1 84 長尾

山
やま し た

下 　 闊
ひろし

   4.  2 73 中通

大
おおかわ

川トクヱ   4.  4 86 四條

香
かが わ

川ミツ子
こ

   4.  8 86 岸上

闍
たか

木
ぎ

ヨシ子
こ

   4.  8 91 新目

西
にし

岡
おか

キミノ   4.  8 93 大口

眞
ま な べ

鍋 　 要
かなめ

   4.  8 87 吉野

谷
たに も と

本 　 徹
とおる

   4.13 59 造田

闍
た か は し

橋 　 坦
ひろむ

   4.14 81 四條

香
かが わ

川美
み

代
よ

子
こ

   4.15 86 七箇

折
お り め

目 富
と み こ

子   4.19 88 西高篠

田
た な べ

邊 ミ ネ   4.23 90 公文

佐
さが わ

川セキ子
こ

   4.24 77 吉野

古
ふる か わ

川 信
のぶゆき

幸   4.24 60 西高篠

三
み よ し

好 由
ゆ

美
み

   4.25 49 追上

横
よこ

関
ぜき

ツルヱ   4.25 93 四條

澤
さわ だ

田タミヱ   4.26 90 勝浦

黒
く ろ い

井 一
か ず お

夫   4.26 82 吉野

堂
どう お か

岡 正
ま さ お

夫   4.29 81 川東

堀
ほ り た

田 幸
ゆ き お

男   4.30 80 造田

※ ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

第29回青少年国際交流キャンプ参加者募集 
●期間／7月30日（水）～8月3日（日）4泊5日 
●場所／山梨県山中湖村営山中湖キャンプ場 
●定員／小学4年生～中学3年生（日本人140人、外国人40人） 
●主な活動内容／富士登山、ワイドゲーム（みんなで楽しい野

外ゲーム大会）、野外炊飯、アンダースター
スリーピング（夜空に広がる星を見ながら
寝てみよう！）、レクリエーションタイム、もぎ
店屋台村（屋台を飾り付けしてバイキング
式のお店を開こう）、テント設営 

●参加費／（例）岡山駅発の場合 
　　　　　　　小学生63,000円、中学生77,000円 

●申込期限／7月4日（金） 
●申込方法／参加申込書を完全記載し、保険証の写しを添

えて本協会までお送りください。 
【申込先／問い合わせ先】 
財団法人国際青少年研修協会 
〒160-0004東京都新宿区四谷2-11　大村ビル3階 
　担当：高田、藤岡 
　�03（3359）8421　E-mail:info@kskk.or.jp 
　URL:http://www.kskk.or.jp 
※6月22日（日）に広島で、6月28日（土）に大阪で事業説明
会が開催されます。 
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情報ひろば

訂正とおわび／広報まんのう5月号14ページの「おめでた」に一部誤りがありました。
　　　　　　　日向太介ちゃんの名字は「ひなた」と読みます。
　　　　　　　訂正しておわびします。

募　　集

外 国 人 の 不 法 滞 在・
不法就労防止にご協力を



　6月2日（月）から、高松法務局人
権擁護部は高松法務局高松南出張
所の庁舎4階（高松市出作町585番
地4）で業務を始めることになりま
した。それに伴い、高松法務局（本
局、高松市丸の内1番1号）で扱っ
ていた「じんけん相談業務」も高松
南出張所の庁舎で行うこととなり
ます。
　じんけん相談の電話番号も次の
とおり変更されます。
薀087（815）5311

【問い合わせ先】
高松法務局人権擁護部
香川県人権擁護委員連合会事務局
　薀087（815）5311※6月2日以降

小麦から麺へ
─小麦粉の性質を知り、

麺への道筋を科学する─
◆日時／ 6月14日（土）（オープニ
ング演奏／午後1時30分～、講演
会／午後2時～午後3時35分、展示・
実演／午後3時35分～午後4時30
分）◆会場／善通寺市民会館ホー
ル（善通寺市文京町三丁目3-1）◆

内容／講演会（「小麦粉の科学」近
畿中国四国農業研究センター・高
田兼則、「さぬきの夢2000への道」
香川県立農業大学校・多田伸司、
「うどんの科学」香川大学農学部・
三木英三）、展示・実演（小麦粉の
不思議を体験しよう）※来場者に
は、新品種候補の小麦で作ったそ
うめん（乾麺）を差し上げます。た
だし、数に限りがあります。
【問い合わせ先】
近畿中国四国農業研究センター
企画管理部業務推進室
　薀084（923）4563

　ワーキングプア（働いても生活
するために十分な賃金収入が得ら
れない労働者層）や失業者、生活
保護者などを救済する雇用・社会
保障のネットワークを構築するた
めに、労働法制や社会保障制度の
仕組みを提言することを目指して
います。
　「非正規労働者」（パート・有期
雇用・派遣・請負労働者など）の
抱える問題や貧困の問題につい
て、労働実態や実際に労働現場で
起こっている問題を広く把握し、
「労働と貧困」問題の要因と解決策
を考えるために実施されるもので
す。
◆日時／ 6月21日（土）午前10時30
分～午後1時30分◆相談方法／電
話による相談。対処の方法や正し
い法律知識を提供し、適切なアド
バイスを行います。
薔0120（40）1710

※通話料無料、相談日のみ開設
または

薀087（822）3693

【問い合わせ先】
香川県弁護士会
　薀087（822）3693

　児童手当を受けている方は、毎
年6月に「現況届」を提出しなけれ
ばなりません。
　この届は、毎年6月1日における
状況を記載し、児童手当を引き続
き受ける要件があるかどうかを確
認するためのものです。
　もしこの届け出がなければ、た
とえ受給資格があっても、6月以
降の手当を受けられなくなること
があります。
　対象者には「現況届」を郵送しま
すので、期日までに必ず提出して
ください。
◆提出先／まんのう町福祉保険
課、仲南支所、琴南支所、美合出
張所のいずれかの窓口
【問い合わせ先】
まんのう町福祉保険課
　薀0877（73）0124

　女性に対する暴力（ドメス
ティックバイオレンス、ストー
カー、セクシュアルハラスメント）
を中心とする女性の権利一般に関
する無料相談を実施します。
　離婚事件、夫婦関係調停事件で、
夫または相手の男性が暴力を振る
場合、職場や社会での女性差別な
どの問題について、対処の方法や
法律知識を提供し適切なアドバイ
スを行います。お気軽にご相談く
ださい。

まちの交通安全の一翼を担う「琴平交通安全協会」 
　琴平交通安全協会は、地域住民に交通安全の大切さを伝えるた

めに、優良運転者表彰をはじめ、毎月5日（県民の交通安全日）、20

日（高齢者の交通安全日）、春・秋・年末年始の交通安全期間中に、

役員による街頭立哨や広報車による街頭広報を行っています。 

　このほかにも、自治体や警察署などと連携して、交通安全キャン

ペーンや、新入園児・新入児童、高齢者を対象とした交通教室を行

うなど、実施指導に取り組んでいます。 
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情報ひろば

高松法務局の人権擁護部・
じんけん相談所が移転します

全国一斉電話相談「非正規労働・生活保
護ホットライン」（無料）を実施します

「女性の権利110番」弁護士に
よる臨時無料相談を行います

児童手当受給の皆さん、現況
届の提出締切は6月27日（金）

世界麺フェスタ2008in さぬき学術フォー
ラム（市民講座）が開催されます（入場無料）



第2回まんのう健康・福祉まつり 「香川県むらの技能伝承士」に3人登録
「
生
き
た
知
恵
」
を
次
世
代
に

　「香川県むらの技能伝承士」の証の交付式が4月
23日、香川県庁で行われました。
　この「むらの技能伝承士」の登録制度は、高齢
者が農山漁村での生産活動や生活の中で培ってき
た能力を発揮し、生きがいを持って活躍していた
だくとともに、優れた知識や技術を次の世代に伝
承するために、県が平成10年に創設したものです。
　今回、町内からは3人の方が登録され、これで
町内では合計8人の方が登録されたことになりま
す。

左から香川孝典さん、片岡貞一さん、右端が平田博己さん

出
演
者
を
引
き
立
て
る
コ
ン
ト
Ｄ
51
さ
ん

　第2回まんのう健康・福祉まつりが3月20日、
満濃農村環境改善センターなどで行われました。
　同センターの多目的ホールでは、開会式、記念
式典、福祉功労の表彰の後、午前の部と午後の部
に分かれて、まんのう町ふるさと観光大使でもあ
るコントＤ51さん（香川けんじさん、まさしさん）
の司会による各種団体の芸能発表がありました。
　ときには二人のやりとりで会場に笑いが起こる
など、観客を巻き込むその司会ぶりは、出演者の
演技をさらに輝かせていました。

「たのしい手話教室」の先生と一緒に手話を教えるコントＤ51さん

健康ゾーン一部開園・湖畔の森オープンセレモニー 小学校入学式

希
望
と
期
待
を
胸
に

　四条小学校の入学式が4月8日、同校の体育館
で行われました。
　今年度の入学児童は30人（男女ともに15人）
で、新入生の点呼の際には、元気よく「はい。」
と返事をし、勢いよく自分の席から立ち上がって
いました。
　学校長の式辞では、①誰とでも仲良く遊んだり、
話をしたりする子になってください、②あいさつ
や返事ができる子になってください、③好き嫌い
せず、何でも食べて、たくさん運動する子になっ
てください、と3つの約束を新入生と交わしまし
た。

貞廣校長から通学用帽子を授与される新入児童ら

幅
広
い
層
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

　国営讃岐まんのう公園の「健康ゾーン一部開園・
湖畔の森オープンセレモニー」が4月26日、園内
の全天候型多目的運動場で催されました。
　会場となった運動場の愛称が「ドラ夢ドーム」
に決まったと則公園事務所長からの発表があり、
この命名者となった永易大将さん（愛媛県新居浜
市在住）への表彰が行われました。
　その後、長炭幼稚園児らなどが参加したくす玉
の開披や長炭小学校の児童らなどが参加した除幕
式などが行われ、式典は終了しました。

長炭小学校児童らなどが行った除幕式
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まちのニュース



スポーツの結果 （敬称略） 

休日当番医 
テレフォンサービス　�（73）4400（日・祝日のみ） 66 Event schedule in June

日程 行事名 時　間 場　所

3日貂
栄養相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 美合出張所

4日貉 行政相談 10:00～15:00 役場本庁

5日貅
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

6日貊
胃がん検診 8:30～10:00 中通児童館

健康相談 10:00～11:30 高篠ふれあいセンター

11日貉 心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

12日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

13:30～16:30 仲南支所

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

13日貊 離乳食講習
（要予約薀73-0126） 高篠ふれあいセンター

17日貂
栄養教室（高尿酸血症・
痛風の予防と改善／
要予約薀73-0126）

満濃農改センター

18日貉 3歳児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

19日貅

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

20日貊
行政相談・人権相談 10:00～15:00 琴南農改センター

健康相談 13:30～14:30 後山集会所

23日豺 健康相談 13:30～14:30 買田集会所

25日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

26日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 仲南農改センター

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談・心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

法律相談
（要予約／まんのう町社
協薀73-3313）

13:00～16:00 満濃農改センター

30日豺

結核・肺がん検診（補充） 9:00～ 9:40 なごみ館

10:00～10:40 満濃保健センター

11:00～11:40 勤労青少年ホーム

13:00～13:40 高篠ふれあいセンター

14:00～15:40 満濃農改センター

健康相談 13:30～14:30 塩入集会所

日 科 医療機関名 電話

1日 内科 岩闢医院 75－5161

8日
内科 林医院 75－5125

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

15日 内科 岩佐病院 73－3535

22日
内科 小国医院 75－2317

外科 岩佐病院 73－3535

29日
内科 おおにし病院 75－5101

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

平成20年  町内の110番119番
区　分 4月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 26（30） 125（132）

人身（件） 15（18） 57（ 55）

死亡（件） 0（ 0） 1（ 0）

救急出動
火災（件） 2（ 4） 7（ 12）

救急（件） 68（78） 314（309）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果

4
月
13
日
豸

第28回
源平青少年なぎ
なた大会

第19回
高松市長杯なぎ
なた大会

高松市総合
体育館

【
演
技
競
技
】

◆基本
第1位 : 高橋怜那、第2位 : 岡川瑞歩
◆中学校
第1位 : 大岡光・秋山弥生 組
第3位 : 松原寿子・古川愛菜 組
第3位 : 森本香瑠・白川奈緒子 組
◆高校
第1位 : 中ひかり・大岡響 組
第3位 : 田坂奈穂・金關百合子 組

【
試
合
競
技
】

◆小学校高学年
第1位 : 林田彩花、第2位 : 竹下知里
第3位 : 古市紗也
◆中学校
第1位 : 秋山弥生、第2位 : 大岡光
第3位 : 家門奈央、第3位 : 松原寿子
◆高校
第3位　大岡　響
◆一般
第1位 : 大東智美、第2位 : 長井紀子
◆団体
第1位 : 林田彩花・香西明佑美・中緑 組
第3位 : 竹下知里・森本香瑠・金關百合子 組

4
月
19
日
貍

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

祓川河川敷
グラウンド
参加 :74人

優　勝：大場隆子（真野）

準優勝：安藤　武（東高篠）

第3位：古川光子（吉野下）
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6月の行事予定・休日当番医・町内の110番119番・スポーツの結果
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仲南小学校記者クラブ 

一
年
生
歓
迎
遠
足 

     

　
四
月
二
十
三
日
に
、一
年
生
歓
迎
遠
足

を
し
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
が
こ
の
遠
足
で
学
ん
だ
こ
と
は
ま

ず
、上
級
生
と
し
て
の
行
動
の
仕
方
で
す
。

同
じ
縦
割
り
班
の一
年
生
は
、気
分
が
悪

く
な
っ
た
り
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
た

ら
す
ぐ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
時

「
ど
う
し
よ
う
か
。」と
思
っ
た
け
れ
ど
、

優
し
く
声
を
か
け
た
り
先
生
の
所
ま
で

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
で一
年

生
は
笑
顔
に
な
り
安
心
し
ま
し
た
。二
つ

目
は
、協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

班
対
抗
の
玉
入
れ
や
綱
引
き
の
時
も
他

の
学
年
の
友
だ
ち
と
協
力
し
て
声
を
か
け

合
い
、班
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。帰
り
道
、一
年
生
は

疲
れ
た
よ
う
で
、手
を
引
い
た
り
背
中
を

少
し
押
し
た
り
し
な
が
ら
も
無
事
帰
る
こ

と
が
で
き
、責
任
感
を
果
た
し
た
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、今
回
、児
童
会
役
員
と
し
て

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
用
具
の
出
し
入
れ
を

し
た
り
し
て
、歓
迎
会
の
運
営
を
し
ま
し

た
。み
ん
な
の
笑
顔
を
見
て
、充
実
感
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。今
か
ら
も
、楽
し
い
仲
南
小

学
校
づ
く
り
を
目
ざ
し
ま
す
。 

え
ん
そ
く
に
　
い
っ
た
よ 

     

　
四
月
二
十
三
日
に
、一
年
生
か
ん
げ
い
え

ん
そ
く
に
い
き
ま
し
た
。 

　
ま
ん
の
う
森
林
こ
う
え
ん
で
、一
年
生
と

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。で
ん
車
リ
レ
ー
や
玉

入
れ
や
、い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。 

　
で
ん
車
リ
レ
ー
は
、一
年
生
と
二
年
生
と

三
年
生
と
で
し
ま
し
た
。ぼ
く
た
ち
の
く

み
は
、二
ば
ん
目
に
は
や
か
っ
た
の
で
、う
れ

し
か
っ
た
で
す
。 

　
六
年
生
と
一
年
生
の
玉
入
れ
は
、七
く

み
と
四
く
み
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。 

　
さ
い
ご
に
、ぜ
ん
校
生
で
つ
な
ひ
き
を
し

ま
し
た
。ぼ
く
の
く
み
は
、二
回
か
ち
ま
し

た
。 

　
一
年
生
は
、た
の
し
そ
う
で
し
た
。ぼ
く

は
、一
年
生
と
み
ん
な
が
な
か
よ
く
な
れ
て
、

よ
か
っ
た
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。 

広報誌にお子さんの写真を掲載しませんか？ 
1～3歳までのお子さんの写真を募集しています。 
問い合わせ先　企画政策課　�（73）0106

学校美術館 

「グローブ」 

高篠小学校  3年 

山 内 颯 馬 

「かたつむりのさんぽ」 

高篠小学校  1年 

馬 場 喜 章 

「グローブ」 

高篠小学校  3年 

馬 場 博 章 

平成19年度明るい選挙啓発ポスター入選者 

優秀賞  四条小学校  6年　山 地 佳 菜（敬称略） 

※学校や学年は入選当時のもの 

仲南小学校  6年 
細 谷  琢 郎 

仲南小学校  2年 
長 原  敬 吾 




